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2011年 10月 23日(日)
第 2校時 9時 35分～ 10時 20分
第 3 校時 10 時 30 分～ 11 時 15 分
第 4 校時 11 時 25 分～ 12 時 10 分

一生勉強、一生青春
いつしようべんきよう いつしようせいしゆん

―効果の上がる家庭学習の方法とは―
こ う か あ か て いがくしゆう ほうほう

林 明 夫

公益社団法人経済同友会 幹事
こうえきしやだんほうじんけいざいどうゆうかい か ん じ

www.kairin.co.jp

１．何のために家庭学習をするのか―家庭学習の大切さ―
なん かていがくしゆう かていがくしゆう たいせつ

(１)学校での授業を忘れないため、身につける(「定 着」させる)ため。
がつこう じゆぎよう わす み ていちやく

(２)そして、テストでよい点数を取るため。
てんすう と

(３)今日は、効果の上がる家庭学習の方法をお話します。
き よ う こ う か あ かていがくしゆう ほうほう はな

２．「学習の３段階理論」を身につけよう
がくしゆう だんかい り ろ ん み

＊学 習には、「理解」(うんなるほどとよくわかること)と「定着」(よくわかったことを身につけ
がくしゆう り か い ていちやく み

ること)、「応用」(学んだことを役立てること)の 3つの段階、ステップ、階段があります。
おうよう まな や く だ だんかい かいだん

＊ 3 つの段階にふさわしい、よく合った学習の方法、やり方を 1 つ 1 つ身につけると、勉強がよ
だんかい あ がくしゆう ほうほう かた み べんきよう

くできるようになりますよ。1つ 1つ説明します。
せつめい

(１)「理解」…うんなるほどとよくわかること…
り か い

―「理解」するにはどうしたらよいか―
り か い

①学校の授業をよく聞く。
がつこう じゆぎよう き

・手を机の上に置き、先生の目を見て、先生の話をよく聞く。
て つくえ うえ お せんせい め み せんせい はなし き

・授業に積極的に参加する。
じゆぎよう せつきよくてき さ ん か

・欠席、遅刻、早退、おしゃべりはなるべくしない。
けつせき ち こ く そうたい

②ノートをよく取る。
と

③自分で勉 強していて意味のよくわからないことばは、辞書や辞典で調べる。調べたことはノ
じ ぶ ん べんきよう い み じ し よ じ て ん しら しら

ートに書いておき、何回もよく読む。
か なんかい よ
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(２)「定着」…うんなるほどとよくわかったこと、つまり「理解」したことを身につけること、忘
ていちやく り か い み わす

れないようにすること…

＊「定着」の中身は、次の 3つです。1つずつやってみましょうね。
ていちやく な か み つぎ

①うんなるほどとよくわかったこと、つまり「理解」したことをスラスラ読めるようにすること。
り か い よ

できたら、何も見ないでスラスラ言えるようにすることです。
なに み い

＊スラスラ読めて、何も見ないでスラスラ言えるようにするには、何回も、何十回も「声を出し
よ なに み い なんかい なんじつかい こえ だ

て読む練習」(音読練習)が一番です。
よ れんしゆう おんどくれんしゆう いちばん

＊教科書やノート、教 材がスラスラ読めて、何も見ないでスラスラ言えるようになるまで
きようかしよ きようざい よ なに み い

「音読練習」をして、一度うんなるほどと「理解」したことをしっかり身につけましょう。「定着」
おんどくれんしゆう い ち ど り か い み ていちやく

させましょうね。

＊声を出して読んでいて、ことばの意味がわからなかったら、どんどん辞書を引いて調べましょ
こえ だ よ い み じ し よ ひ しら

う。

②スラスラ読めて、スラスラ言えるようになったら、次に大事なのは、正確に書けるようにする
よ い つぎ だ い じ せいかく か

ことです。できれば、音読練習で何も見ないでスラスラ言えるようになったことを、何も見
おんどくれんしゆう なに み い なに み

ないで正確に書けるまでにすることです。
せいかく か

＊正確に書けるようにするには、また、何も見ないですべてが正確に書けるようにするには、何回
せいかく か なに み せいかく か なんかい

も、何十回も「書いて覚える練習」(書き取り練習)が一番です。
なんじつかい か おぼ れんしゆう か と れんしゆう いちばん

＊教科書やノート、教 材に書いてあることが、正確に書けるようになるまで、また、何も見な
きようかしよ きようざい か せいかく か なに み

いで正確に書けるようになるまで何回も、何十回も書き取り練 習をしましょう。したことが
せいかく か なんかい なんじつかい か と れんしゆう

しっかり身につき、「定着」しますよ。
み ていちやく

③「計算･問題練習」…なぜこのような答えになるのかが、うんなるほどとよく「理解」できた計算
けいさん もんだいれんしゆう こた り か い けいさん

や問題を、スラスラできるようになるまでにすること。問題を見た瞬 間にパッパッパッと答
もんだい もんだい み しゆんかん こた

えが出るまでにすることです。
で

＊計算や問題がスラスラできるようになるためには、同じ計算や問題を何回も、何十回も繰り返
けいさん もんだい おな けいさん もんだい なんかい なんじつかい く かえ

してやる練習、つまり、計算練習や問題練習が一番です。私は、この 2 つをまとめて「計算
れんしゆう けいさんれんしゆう もんだいれんしゆう いちばん わたし けいさん

・問題練習」と名付けました。
もんだいれんしゆう な づ

＊教科書や問題集に出ている計算や問題がスラスラできるようになるまで、パッパッパッと答
きようかしよ もんだいしゆう で けいさん もんだい こた

えが出るまで「計算・問題練習」をすれば、学力が身につきます。しっかり「定着」します
で けいさん もんだいれんしゆう がくりよく み ていちやく

よ。
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定着のための三大練習
ていちやく さんだいれんしゆう

(１)一度うんなるほどとよく「理解」したことをしっかり身につける「音読練習」「書き取り練習」
い ち ど り か い み おんどくれんしゆう か と れんしゆう

「計算・問題練習」を、私は「定着のための三大練習」と名付けました。
けいさん もんだいれんしゆう わたし ていちやく さんだいれんしゆう な づ

(２)この 3 つの練習は、学力をしっかり身につけさせ、「定着」させますので、「家庭学習」
れんしゆう がくりよく み ていちやく かていがくしゆう

には一番適切と考えます。
いちばんてきせつ かんが

(３)「練習、練習、また、練習」が大事です。
れんしゆう れんしゆう れんしゆう だ い じ

練習は不可能(できないこと)を可能(できること)にします
れんしゆう ふ か の う か の う

(３)「応用」…うんなるほどと「理解」したことを正確に身につけ(「定 着」させ)、それを使っ
おうよう り か い せいかく み ていちやく つか

てよい点数を取って試験に合格したり、世の中で役立てたりすること…
てんすう と し け ん ごうかく よ なか や く だ

①「よい点数」を取るためには
てんすう と

・一度やったテスト問題を何度もやり直すこと。
い ち ど もんだい な ん ど なお

・間違えた問題を書き写した「間違いノート」をつくり、何度もやり直すこと。
ま ち が もんだい か うつ ま ち が な ん ど なお

②世の中で役立てるためには
よ なか や く だ

・「理解」→「定着」したことを、どんどん使ってみること。
り か い ていちやく つか

３．家庭で身につけたほうがよいこと
か て い み

(１)早寝、早起き、朝ごはん―規則正しい生活―
は や ね は や お あさ き そ く ただ せいかつ

(２)5S(ごえす)― S(エス)ではじまる 5つのこと―
①整理(seiri)いらないものは処分すること

せ い り しよぶん

②整頓(seiton)ものは決まったところに置くこと
せいとん き お

③清掃(seisou)そうじをすること
せいそう

④清潔(seiketsu)きれいにすること
せいけつ

⑤躾(sitsuke)①～④をすすんでやること
しつけ

(３)家の手伝いをすること
いえ て つ だ

(４)読書をして思慮深さを身につけること
どくしよ し り よ ぶか み

―本をゆっくり何回も読もう―
ほん なんかい よ

＊「書き抜き読書ノート」をつくろう
か ぬ どくしよ
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(５)新聞を読んで、自分で考える力を身につけること
しんぶん よ じ ぶ ん かんが ちから み

―小学生は 20分以上、中学生は 40分以上、高校生は 60分以上新聞を毎日読もう―
しようがくせい ぷんいじよう ちゆうがくせい ぷんいじよう こうこうせい ぷんいじようしんぶん まいにち よ

＊スクラップブック(新聞切り抜き帳)をつくろう
しんぶん き ぬ ちよう

(６)躾
しつけ

①ことばづかい

・「です、ます」調で話すことができること
ちよう はな

・元気なあいさつができること
げ ん き

・お礼が言えること
れい い

②美しいたちいふるまい
うつく

４．何のために勉強するのか
なん べんきよう

(１)よく生きるため
い

①自分のため
じ ぶ ん

②みんなの役に立つため、社会の役に立つため
やく た しやかい やく た

(２)中学校や高校に行き、勉強で困らないため
ちゆうがつこう こうこう い べんきよう こま

(３)社会に出て困らないため
しやかい で こま

５．私の好きなことば
わたし す

(１)一所懸命(一つの所で命を懸けるくらい熱心にものごとに取り組むこと)
いつしよけんめい ひと ところ いのち か ねつしん と く

(２)ブルドッグ 魂 (食いついたら離さないこと)
だましい く はな

(３)練 習で泣いて試合で笑え
れんしゆう な し あ い わら

(４)一 生勉 強、一生青春
いつしようべんきよう いつしようせいしゆん

以上
いじよう


